
文献（資料）名	 発行	 発行日

日山協五十年誌	 社団法人日本山岳協会	 平成 23 年 1 月 15 日

北アルプス大日岳遭難事故調査報告書	 北アルプス大日岳遭難事故調査委員会	 平成 13 年 2 月

冬山研修会のおける安全対策について	 冬山研修会に関する安全対策委員会	 平成 15 年 1 月

北アルプス　大日岳の事故と事件	 編者）斎藤惇生	 平成 19 年 9 月 20 日
	 発行）ナカニシヤ出版

登山研修所の大学山岳部リーダー冬山研修会に係る安全検討会報告書	 登山研修所の大学山岳部リーダー冬山研修会に係る安全検討会	 平成 20 年 7 月 30 日

北アルプス大日岳遭難事故捜索活動報告書	 登山研修所友の会	 平成 21 年 9 月 30 日

大学生登山リーダー冬山研修会の安全確保対策について	 国立登山研修所	 平成 21 年 12 月

夏期登山研修会テキスト（試案）	 文部省登山研修所	 昭和 43 年 7 月

冬・春山登山研修会テキスト（試案）	 文部省登山研修所	 昭和 44 年 2 月

登山指導者研修会テキスト	 文部省登山研修所	 昭和 45 年 4 月

登山指導者研修会テキスト	 著作）文部省	 昭和 48 年 8 月 20 日
	 発行）東洋館出版社

立山連峰	 著作）文部省登山研修所	 昭和 48 年 12 月 26 日
　	 発行）広文堂印刷

山岳救助技術テキスト	 文部省登山研修所	 昭和 53 年 3 月

山岳遭難救助技術テキスト	 著作）文部省	 昭和 54 年 3 月 31 日
　	 発行）東洋館出版社

高みへのステップ　―登山と技術―	 著作）文部省	 昭和 60 年 7 月 20 日
	 発行）東洋館出版社

山岳遭難救助技術	 文部省登山研修所	 平成元年 3 月 20 日

楽しい登山―中高年の安全な登山のために－	 著作）文部省	 平成 3 年 9 月 10 日
	 発行）ぎょうせい

山岳遭難救助技術テキスト	 文部科学省登山研修所	 平成 17 年 3 月 30 日
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　登山研修所は、開所当初からの研修所概要、研修会講師・研修生一覧などを掲載した記念誌は
これまでに作成していますが、写真を掲載し、研修事業等について記述した正史というべき記念
誌はありませんでした。そこで、平成 29 年に創立 50 周年を迎えることを期に、「国立登山研修所
50 年の歩み」を作成することになりました。
　この記念誌は、登山研修所が昭和 42 年に開所してから現在までの 50 年間、歩んできた道のり
をできるかぎり正確に記録して今後の発展に繋げるためのもので、設立当初からの様子や各研修
事業の内容などを具体的に記載するとともに、それぞれの年代の写真をできるだけ多く掲載する
ようにしました。
　編集作業は 50 年間の資料の山との格闘でした。まずは、書庫に眠る膨大な資料を引っ張り出す
ことから始めました。資料を整理しながら、50 年間の研修会・講習会の変遷がわかるように一覧
表を作成しました。そこから、過去 50 年間が大まかに６つの時代に区分できることがわかってき
ました。そして、それぞれの時代ごとに、総括と個別研修会の実施状況などを具体的に記述する
作業を始めました。さらに、「囲み（トピックス）」として、記録に残すべき取組や出来事などを
記念誌編集委員や長年講師をされた先生方などに執筆をお願いし、徐々に記念誌の形が出来上がっ
てきました。
　研修所に残っている資料だけではわからないことも多々あったので、藤田茂幸、浦井孝夫、鈴
木漠、坂元譲次、徳永章人、長登健の元所長、並木孝、伊藤茂、山本登、青木俊輔の元専門職員、
開所時から 30 年間勤務された佐伯正雪氏、長く主任講師をされた山本一夫氏などからも直接お話
を伺いました。地元芦峅寺の佐伯栄治、佐伯信春、佐伯友邦氏には研修所に来てもらい、開所前
後のことを伺いました。その他にも多くの皆様から資料や写真を提供していただきました。渡邉
雄二前所長には、記念誌編集委員・アドバイザーとして編集全般にわたって御助言をいただきま
した。
　今回の記念誌作成にあたり、これまで眠っていた写真や資料なども数多く出てきました。開所
当時からの多くの資料に目を通しましたが、各時代の所長・職員、運営委員・専門調査委員、講
師など関係の皆様が登山研修所の発展や研修会・講習会の充実のためにいかに情熱を燃やし取り
組んでこられたかを知り、敬服するばかりでした。これからの安全登山の普及並びに登山研修所
の発展のために、この「国立登山研修所 50 年の歩み」が多くの皆様に御活用いただけることを願っ
ています。
　終わりになりますが、本記念誌の作成にあたり御協力を賜りました多くの関係者の皆様に深く
感謝申し上げます。

平成 29 年 11 月　　作業部会長　宮﨑　豊
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